
第
百
三
十
八
回
組
合
会
は
、

七
月
二
十
七
日(

木)

午
後
三
時

か
ら
、
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
お
い
て
、
来
賓
の
村
松
智

恵
子
名
古
屋
市
健
康
福
祉
局
参

事
及
び
森
下
千
恵
美
食
品
衛
生

課
長
を
お
迎
え
し
て
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

組
合
会
は
、
安
藤
栄
治
副
理

事
長
の
開
会
の
辞
に
は
じ
ま
り
、

舟
橋
左
門
理
事
長
の
挨
拶
の
後

太
田
富
久
議
長
の
下
で
、
組
合

会
の
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
録
署
名
者
に
は
、
東
地
区

関
山
和
重
議
員
と
南
地
区
漆
島

八
重
子
議
員
の
二
名
が
指
名
さ

れ
、
令
和
四
年
度
決
算
関
連
三

議
案
の
報
告
の
後
、
浅
岡
哲
也

監
事
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
報
告
さ
れ
た
決
算
関
連
三

議
案
は
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
歳
計
剰
余

金
処
分
案
及
び
令
和
五
年
度
補

正
予
算
案
の
二
議
案
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
終
了
後
、
令
和
四

年
度
保
険
料
納
付
成
績
優
秀
地

区
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
舟
橋
理

事
長
か
ら
優
秀
な
成
績
を
納
め

た
二
十
二
地
区
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

表
彰
の
後
、
久
野
雄
一
副
理

事
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、

組
合
会
は
無
事
終
り
ま
し
た
。

当
日
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

次
の
五
議
案
で
す
。

第
一
号
議
案

令
和
四
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案

令
和
四
年
度
歳
入
歳
出
決

算
報
告

第
三
号
議
案

令
和
四
年
度
財
産
報
告

第
四
号
議
案

令
和
四
年
度
歳
計
剰
余
金

処
分
案

第
五
号
議
案

令
和
五
年
度
補
正
予
算
案

令
和
四
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
並
び
に
令
和
五
年
度
補
正

予
算
案
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
七

月
二
十
七
日
開
催
の
第
百
三
十
八

回
組
合
会
で
議
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
財
産
目
録
と
と
も
に
公

示
す
る
。

令
和
五
年
九
月
一
日

名
古
屋
市
食
品
国
民
健
康
保
険

組
合
理
事
長

舟
橋

左
門

公
示
そ
の
１

令
和
四
年
度
事
業
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
、
物
価
が
上
昇
し
、

令
和
四
年
度
の
消
費
者
物
価
指

数
の
伸
び
は
三
・
二
％
と
高
い

水
準
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
四

年
度
の
国
の
税
収
は
、
物
価
上

昇
に
よ
り
消
費
税
は
じ
め
法
人

税
、
所
得
税
が
伸
び
、
過
去
最

高
の
七
一
・
一
兆
円
と
な
る
見

通
し
で
す
。
し
か
し
、
物
価
や

人
件
費
の
上
昇
に
よ
り
、
食
品

業
界
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

事
業
継
続
が
困
難
化
し
、
止
む

を
得
ず
廃
業
す
る
と
こ
ろ
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
政
府
等

第
138
回
組
合
会
開
催

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
る

組
合
公
示
第
二
四
九
号

〈
次
頁
へ
続
く
〉

来賓祝辞を述べる
村松参事

挨拶する
舟橋理事長

組合会会場
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か
ら
の
協
力
金
な
ど
の
支
援
策

で
所
得
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
市
町
村
国
保
か
ら
食
品
国

保
に
変
わ
っ
た
事
業
主
が
多
く

お
り
、
令
和
三
年
度
ま
で
減
少

し
続
け
て
い
た
組
合
員
・
被
保

険
者
は
二
十
八
年
振
り
に
増
加

に
転
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
前
期
高

齢
者
の
占
め
る
割
合
は
年
々
低

下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

当
組
合
が
負
担
す
る
前
期
高
齢

者
納
付
金
の
納
付
額
は
年
々
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
令

和
四
年
度
か
ら
団
塊
の
世
代

（
昭
和
二
二
年
生
れ
）
が
七
五

歳
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
こ
と

か
ら
、
現
役
世
代
の
我
々
組
合

員
・
被
保
険
者
が
負
担
す
る
支

援
金
が
急
増
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

現
役
世
代
の
負
担
増
抑
制
す
る

た
め
、
後
期
高
齢
者
に
係
る
窓

口
負
担
や
保
険
料
負
担
の
増
な

ど
が
実
施
、
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

さ
て
、
令
和
四
年
度
の
一
人

当
た
り
医
療
費
は
、
三
年
度
よ

り
二
千
五
百
六
十
三
円
低
い
二

十
一
万
三
千
九
百
二
十
二
円
と

な
り
ま
し
た
。

医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め
の

医
療
費
適
正
化
対
策
と
し
て
、

レ
セ
プ
ト
点
検
、
医
療
費
通
知

の
毎
月
実
施
、
後
発
医
薬
品
の

普
及
促
進
の
た
め
の
差
額
通
知

な
ど
、
ま
た
、
疾
病
の
早
期
発

見
な
ど
の
観
点
か
ら
人
間
ド
ッ

ク
等
の
検
診
の
勧
奨
や
特
定
健

診
等
を
行
い
ま
し
た
。

被
保
険
者
数
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
へ
の
移
行
、
高
齢
化
に

よ
る
廃
業
等
が
あ
る
も
の
の
、

政
府
等
の
協
力
金
等
の
支
援
策

の
影
響
で
、
年
間
千
三
百
二
十

二
人
増
加
し
、
年
度
末
一
万
六

千
九
百
九
十
六
人
と
な
り
ま
し

た
。保

険
料
徴
収
に
つ
い
て
は
、

関
係
業
態
組
合
長
各
位
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
本
年
度
も
一
〇

〇
％
収
納
と
い
う
好
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

決
算
の
状
況
で
す
が
、
被
保

険
者
数
の
増
加
に
よ
る
保
険
料

の
増
収
の
ほ
か
、
一
人
当
た
り

医
療
費
が
前
年
度
額
を
下
回
っ

た
こ
と
で
、
事
業
勘
定
の
剰
余

金
は
、
四
億
九
千
五
十
三
万
余

円
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
主
な
実
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

保
険
料
一
人
平
均
年
額
＝
十
四

万
六
千
七
百
六
十
円
（
前
年
度

十
四
万
四
千
七
百
九
十
円
）

年
間
平
均
被
保
険
者
数
＝
一
万

六
千
七
百
八
十
七
人
（
同
一
万

五
千
七
百
二
十
六
人
）

被
保
険
者
一
人
当
た
り
年
間
医

療
費
＝
二
十
一
万
三
千
九
百
二

十
二
円
（
同
二
十
一
万
六
千
四

百
八
十
五
円
）

出
産
育
児
一
時
金
支
給
件
数
＝

九
十
一
件
（
同
百
四
件
）

葬
祭
費
支
給
件
数
＝
三
十
五
件

（
同
二
十
九
件
）

傷
病
手
当
金
支
給
件
数
＝
百
十

五
件
（
同
百
二
十
七
件
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
傷
病
手

当
金
支
給
件
数
＝
百
七
十
六
件

（
同
二
十
四
件
）

人
間
ド
ッ
ク
利
用
人
数
＝
七
百

三
十
一
人
（
同
六
百
六
十
八

人
）

生
活
習
慣
病
（
成
人
病
）
健
診

利
用
人
数
＝
千
七
百
七
十
一
人

（
同
千
七
百
十
四
人
）

特
定
健
康
診
査
利
用
人
数
＝
二

千
七
百
六
十
四
人
（
同
二
千
四

百
五
十
九
人
）

特
定
保
健
指
導
利
用
人
数
＝
二

十
一
人(

同
六
十
人)

健
康
家
庭
表
彰
世
帯
数
＝
六
百

九
十
九
世
帯
（
同
八
百
三
十
五

世
帯
）

七
月
二
十
七
日（
木
）、
名
古

屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ

れ
た
第
百
三
十
八
回
組
合
会
の

席
上
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度

保
険
料
納
付
成
績
優
秀
地
区
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
基
準
は
、
保
険
料
の
納

付
期
限
内
に
年
間
平
均
納
付
率

が
九
五
％
以
上
の
地
区
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

令
和
四
年
度
は
市
内
十
六
地

区
、
市
外
六
組
合
が
表
彰
基
準

に
該
当
し
、
舟
橋
理
事
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
料
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

被
表
彰
地
区
及
び
組
合
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

市
内
…
千
種
区
、
東
区
、
北

区
、
西
区
、
中
村
区
、
中
区
、

昭
和
区
、
瑞
穂
区
、
熱
田
区
、

中
川
区
、
港
区
、
南
区
、
守
山
区
、

緑
区
、
名
東
区
、
天
白
区

市
外
（
生
活
衛
生
同
業
組

合
）
…
飲
食
組
合
、
喫
茶
組
合
、

ホ
テ
ル
旅
館
組
合
、
す
し
商
組

合
、
麵
類
組
合
、
社
交
組
合

保
険
料
納
付
成
績
優
秀
地
区
を
表
彰

〈
前
頁
よ
り
続
く
〉

議事を進める
太田議長

監査報告する
浅岡監事

地区表彰を受けられる
市内代表（東地区）

地区表彰を受けられる
市外代表（すし商組合）
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公示その₃ 公示その₂

■�医療費削減のために！

ジェネリック医薬品（後発医薬品）を

使いましょう。

■�いつまでも健康であり続けるために！

特定健診 · 特定保健指導（メタボ健診）

まだの方はお忘れなく。

令和₄年度　財　産　目　録

1　不動産の部

令和５年3月31日

所在地 地目 公簿面積 取得金額
㎡ 円

瑞浪市明世町月吉
字東高谷家

山林 7,381 ５03,320

山林 3,438 448,968

(歳入) (単位：円)

款 予算現額 収入済額 予算現額と収入済額
との比較

1 保険料 2,44５,423,000 2,716,486,000 271,063,000

2 使用料及び手数料 1,000 0 －1,000

3 国庫支出金 1,9５8,690,000 1,997,246,7５9 38,５５6,7５9

4 前期高齢者交付金 1,000 0 －1,000

５ 県費支出金 1,000 8,000 7,000

6 市費支出金 3,000,000 3,000,000 0

7 共同事業交付金 88,7５５,000 73,602,000 －1５,1５3,000

8 財産収入 19,000 1５,67５ －3,32５

9 寄付金 1,000 0 －1,000

10 繰入金 18５,002,000 30,000,000 －1５５,002,000

11 繰越金 626,922,000 626,922,812 812

12 諸収入 4,172,000 6,927,231 2,7５５,231

歳入合計 ５,311,987,000 ５,4５4,208,477 142,221,477

2　動産の部

⑴積立金
区 分 現 在 高

円

給付費等支払準備金 388,9５8,981

特別積立金 ５10,746,401

職員退職積立金 24,8５５,042

国庫支出金等償還積立準備金 2５0,000,000

財政調整積立準備金 319,000,000

業務電算化積立準備金 100,000,000

合 計 1,５93,５60,424

⑵敷　金 829,920円
⑶備　品

総計 14件
6,8５6,129円

令和₄年度　歳　入　歳　出　決　算　書
歳入 5,454,208,477円
歳出 4,963,676,665円
差引 490,53１,8１2円

(歳出)

款 予算現額 支出済額 予算現額と支出済額
との比較

1 組合会費 1,000,000 823,５99 －176,401

2 総務費 29５,５10,344 244,996,810 －５0,５13,５34

3 保険給付費 2,870,784,000 2,832,478,403 －38,30５,５97

4 後期高齢者支援金等 888,927,000 884,337,417 －4,５89,５83

５ 前期高齢者納付金等 31５,497,000 307,011,919 －8,48５,081

6 介護納付金 ５02,978,000 ５02,977,4５7 －５43

7 共同事業拠出金 120,28５,000 116,087,692 －4,197,308

8 保健事業費 76,670,000 ５9,127,234 －17,５42,766

9 積立金 3,003,000 2,000,000 －1,003,000

10 諸支出金 106,001,000 13,836,134 －92,164,866

11 予備費 131,331,6５6 0 －131,331,6５6

歳出合計 ５,311,987,000 4,963,676,66５ －348,310,33５

№381　令和 5年 9月 1日
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[

熱
田
支
部
⁄
7
月
31
日]

7
月
31
日(
月)

午
後
、
熱

田
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
の
激

励
挨
拶
の
後
、
小
林
会
長
は
じ

め
食
協
役
員
・
指
導
員
、
保

健
セ
ン
タ
ー
職
員
が
ピ
ア
ゴ

ラ
フ
ー
ズ
コ
ア
神
野
店
と
サ

ポ
ー
レ
熱
田
伏
見
通
り
店
に

出
か
け
、
来
店
客
に
標
語
入
り

の
う
ち
わ
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
を
配
布
し
、
手
洗
い
の
励
行

や
加
熱
不
十
分
な
鶏
肉
な
ど

に
よ
る
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

食
中
毒
の
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
パ
レ
マ
ル
シ
ェ
神
宮

前
店
に
は
、
う
ち
わ
配
布
の
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
熱
田
区
役
所
に
お
い
て

も
、
8
月
10
日
ま
で
の
ぼ
り
旗

や
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
出
を
し

て
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

[

中
村
支
部
⁄
8
月
１
日]

中
村
支
部
で
は
、
8
月
1
日

（
火
）
午
後
2
時
、
大
門
町
の

ユ
ニ
ー
ピ
ア
ゴ
中
村
店
に
中

村
区
食
品
衛
生
協
会
の
役
員
・

食
品
衛
生
指
導
員
6
名
と
保

健
セ
ン
タ
ー
の
食
品
衛
生
担

当
職
員
3
名
の
総
勢
9
名
が

集
合
。
ピ
ア
ゴ
中
村
店
の
ご
協

力
の
も
と
、
店
内
放
送
で
「
あ

な
た
と
大
切
な
ご
家
族
の
健

康
を
守
る
た
め
食
中
毒
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
主
旨
と
食
品
衛

生
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
︽
手
洗
い
で
防
ご
う
食

中
毒
︾
の
標
語
が
入
っ
た
石

鹸
と
チ
ラ
シ
を
来
店
の
方
々

に
配
付
し
て
食
中
毒
予
防
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

[

中
支
部
⁄
8
月
１
日]

猛
暑
日
が
続
き
、
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
も
出
る
中
、
午
前

11
時
よ
り
、
中
区
役
所
周
辺

の
路
上
で
、
食
品
衛
生
パ
レ
ー

ド
を
実
施
し
ま
し
た
。
食
協
役

員
・
指
導
員
11
名
と
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
等
計
17
名
で
、
食
中

毒
防
止
を
呼
び
か
け
る
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
・
洗
剤
・
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
付
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
熱
意
が
一
つ

に
な
っ
て
、
短
時
間
な
が
ら
充

実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

[

緑
支
部
⁄
8
月
１
日]

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
情
勢
に
鑑

み
、
緑
区
食
品
衛
生
協
会
の
指

導
員
と
役
員
の
各
店
舗
に
お

い
て
、
8
月
1
日
（
火
）
一
斉

に
、
来
店
し
た
お
客
さ
ん
に

「
食
中
毒
予
防
」
の
啓
発
活
動

と
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
記

念
品
（
フ
リ
ー
ザ
ー
パ
ッ
ク
）、

除
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
ま
し
た
。
今
回
の

事
業
を
き
っ
か
け
に
多
く
の

方
に
食
中
毒
予
防
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
今
年
は
「
緑
区
制

60
周
年
」
で
、
そ
の
協
賛
シ
ー

ル
を
記
念
品
に
貼
っ
て
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

催
し
で
し
た
。

[

北
支
部
⁄
8
月
2
日]

猛
暑
の
続
く
な
か
、
出
発
式

で
北
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
か

ら
激
励
の
挨
拶
を
う
け
、
午
後

1
時
半
か
ら
安
藤
支
部
長
始

め
総
勢
18
名
で
区
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
2
か
所
で

一
日
北
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

を
先
頭
に
啓
発
の
ボ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ッ
シ
ュ
400
個
を
配
布
し
、

食
中
毒
予
防
と
手
洗
い
の
徹

底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

[

西
支
部
⁄
8
月
2
日]

酷
暑
の
中
、
コ
ロ
ナ
が
第
五

分
類
に
な
っ
て
初
め
て
の
夏

休
み
、
ｍ
ｏ
ｚ
ｏ
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
は
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
私
ど
も
役
員
、

指
導
員
と
共
に
食
中
毒
防
止

の
チ
ラ
シ
と
協
賛
品
の
丸
川

製
菓(

株)

の
ガ
ム
、
カ
ク
ダ

イ
製
菓
の
ラ
ム
ネ
、
ウ
チ
ワ
を

配
り
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
い

ま
し
た
。
併
せ
て
館
内
放
送
で

の
協
力
も
い
た
だ
き
、
充
実
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り
ま

し
た
。

[

港
支
部
⁄
8
月
2
日]

8
月
2
日
、
暑
さ
厳
し
き

折
の
な
か
、
食
品
衛
生
パ
レ
ー

ド
を
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
5
類
感
染
症

に
移
行
し
た
も
の
の
、
感
染
者

の
増
加
傾
向
が
続
く
な
か
、
感

染
予
防
に
留
意
し
な
が
ら
、
イ

オ
ン
南
陽
店
、
ア
ピ
タ
港
店
の

2
店
舗
で
実
施
し
ま
し
た
。
安

藤
英
弘
会
長
始
め
港
区
食
品

衛
生
協
会
役
員
及
び
港
保
健

名
古
屋
市
食
品
衛
生
協
会

支
部
﹁
食
品
衛
生
月
間
行
事
﹂
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セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
消
費
者
に

対
し
食
中
毒
予
防
を
訴
え
る

標
語
「
み
ん
な
で
防
ご
う
食
中

毒
」
を
載
せ
た
う
ち
わ
を
配
布

す
る
と
と
も
に
、
店
内
放
送
を

通
じ
て
食
中
毒
防
止
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

[

守
山
支
部
⁄
8
月
2
日]

8
月
2
日
（
水
）
守
山
保
健

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
於
い
て
、

役
員
、
指
導
員
及
び
保
健
セ

ン
タ
ー
職
員
が
そ
ろ
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
用
し
出
発
式
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
報

車
で
食
中
毒
予
防
を
区
民
の

皆
様
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
と

と
も
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
食

中
毒
防
止
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
貼

り
、
イ
オ
ン
守
山
店
に
向
か
い

ま
し
た
。

店
内
に
て
、
食
中
毒
予
防
啓

発
の
チ
ラ
シ
、
記
念
品
（
ラ
ッ

プ
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
）
を

配
布
し
な
が
ら
、
食
中
毒
予
防

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
食
中
毒

予
防
に
つ
い
て
感
心
を
持
っ

て
頂
く
事
が
出
来
、
有
意
義
な

催
し
で
し
た
。

[

瑞
穂
支
部
⁄
8
月
4
日]

午
前
九
時
十
五
分
、
出
発
式

で
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
さ
ん

か
ら
激
励
の
挨
拶
を
頂
き
、
食

中
毒
防
止
ス
テ
ッ
カ
ー
を
取

り
付
け
た
広
報
車
を
先
頭
に

パ
レ
ー
ド
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
瑞
穂
通
商
店
街
西
側
の

ア
ー
ケ
ー
ド
で
は
幟
旗
を
立

て
、
広
報
車
と
と
も
に
行
進
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
食
器
洗
い

ス
ポ
ン
ジ
セ
ッ
ト
や
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
付
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
桜
山
店
入
口
で
同
様
の

広
報
活
動
を
行
い
、
十
一
時

か
ら
広
報
車
で
流
し
放
送
に

よ
り
高
辻
～
堀
田
通
～
新
瑞

橋
を
経
由
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
宣
伝
活
動
を
続
け
ま
し

た
。
今
年
も
熱
中
症
の
心
配
が

続
く
猛
暑
の
中
、
参
加
し
て
頂

い
た
皆
様
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

[

東
支
部
⁄
8
月
7
日]

8
月
7
日
（
月
）
東
保
健
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
に
於
い
て
、
役

員
、
指
導
員
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
が
そ
ろ
い
出
発
式

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広

報
車
で
食
中
毒
予
防
を
区
民

の
皆
様
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
な

が
ら
イ
オ
ン
名
古
屋
ド
ー
ム

前
店
に
向
か
い
ま
し
た
。
店

内
に
て
、
食
中
毒
予
防
啓
発

の
記
念
品
（
ラ
ッ
プ
、
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
シ
ュ
）
を
配
布
し
な
が

ら
、
食
中
毒
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
夏
休
み
で
店
内
に

は
、
大
勢
の
方
々
が
み
え
、
食

中
毒
予
防
に
つ
い
て
感
心
を

持
っ
て
頂
く
事
が
出
来
、
有
意

義
な
催
し
で
し
た
。

[

昭
和
支
部
⁄
8
月
１6
日]

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
か
ら
、
日
常
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
中
、
食
品

衛
生
月
間
の
事
業
と
し
て
8

月
16
日(

水
）
に
食
品
衛
生
パ

レ
ー
ド
開
催
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
出
発
す
る
前

に
昭
和
区
役
所
玄
関
及
び

地
下
鉄
御
器
所
駅
前
付
近
に

お
い
て
食
中
毒
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ

ズ
（
手
洗
い
の
基
本
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ト
ク
リ
ー

ナ
ー
等
）
の
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

つ
づ
い
て
、
区
内
を
広
報

車
先
頭
に
車
4
台
で
1
時
間

程
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

[

南
支
部
⁄
8
月]

今
年
度
の
「
食
品
衛
生
月

間
」
行
事
、
食
品
衛
生
パ
レ
ー

ド
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
情
勢
に
鑑
み
、
8

月
、
南
区
食
品
衛
生
協
会
の
指

導
員
、
役
員
を
中
心
に
、
会
員

各
店
舗
の
来
店
者
並
び
に
南

保
健
セ
ン
タ
ー
の
三
歳
児
健

診
な
ど
の
来
所
者
に
対
し
て
、

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
食
中
毒
予
防
啓
発
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
記
念
品
（
食

品
用
ラ
ッ
プ
、
除
菌
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
を
配
布
し
て
、

食
中
毒
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

6
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食
品
衛
生
検
査
所
（
中
央
卸

売
市
場
本
場
内
）
で
は
、
夏
休

み
期
間
の
7
月
か
ら
8
月
に
か

け
て
、
市
内
の
小
学
4
～
6
年

生
と
そ
の
保
護
者
約
40
組
を
対

象
に
、「
夏
休
み
親
子
体
験
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
市
場
内
の
説
明
や
食
品

衛
生
検
査
所
の
見
学
の
ほ
か
、

ジ
ュ
ー
ス
の
着
色
料
に
つ
い
て

の
実
験
や
、
市
場
で
扱
わ
れ
て

い
る
魚
や
野
菜
に
つ
い
て
の
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
身
近

な
食
べ
物
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。小

学
生
か
ら
は
「
市
場
で
は

夜
中
の
2
時
か
ら
働
い
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」

「
食
中
毒
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種

類
が
あ
り
、
症
状
に
も
違
い
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。」

「
野
菜
の
見
た
目
は
違
っ
て
も
、

分
類
が
同
じ
も
の
が
あ
っ
て

び
っ
く
り
し
た
。」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
、
保
護
者
か
ら

も
「
市
場
の
仕
組
み
、
検
査
の

役
割
な
ど
幅
広
く
理
解
で
き
て

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。」「
検

査
体
験
を
す
る
こ
と
で
よ
り
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。」「
大
人

も
子
ど
も
も
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。」
な
ど
の
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
「
食
の
安
全
・
安
心
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
さ
ら

に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
食
品
衛
生
検
査
所
）

夏
休
み
親
子
体
験
教
室

法改正による
許可の経過措置

終了迫る‼
令和₃年₆月施行の改正食品衛生法で新たに許可対象となった営業者は、経過措置により令和₆
年₅月末までに営業許可を取得することとなっています。主な対象営業者は表のとおりです。
許可を取得する場合には、基準を満たした施設・設備等が必要になりますので、該当する可能性
がある場合は、営業施設を管轄する保健センターへお早めにご相談ください。

①対象営業者
◦令和₃年₅月以前から②または③の内容の営業を行っていた者

②新たに設定された許可業種
◦�水産製品製造業（魚介類その他の水産動物若しくはその卵（水産動物等）を主原料とする食品を
製造する営業又は当該食品と併せて当該食品若しくは水産動物等を使用したそうざいを製造する
営業）
◦液卵製造業（鶏卵から卵殻を取り除いたものの製造をする営業）
◦漬物製造業（漬物を製造する営業又は漬物と併せて漬物を主原料とする食品を製造する営業）
◦�密封包装食品製造業（密封包装食品であって、その保存に冷凍又は冷蔵を要しないものを製造す
る営業）
◦食品の小分け業（菓子製造業等14業種において製造された食品を小分けする営業）

③対象食品の範囲が拡大した許可業種（主な例）
◦�そうざい製造業（そうざい半製品の製造、弁当の卸売営業を行う場合にも本許可が必要となりま
した）

名古屋市保健所食品衛生課　電話 052-972-2646
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8
月
3
日
（
木
）、
熱
田
区

に
あ
る
名
古
屋
市
中
央
卸
売
市

場
本
場
で
、
一
日
食
品
衛
生

監
視
員
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
名
古
屋
市
食
の
安
全
・
安

心
モ
ニ
タ
ー
と
名
古
屋
学
芸
大

学
学
生
合
わ
せ
て
9
名
が
一
日

食
品
衛
生
監
視
員
と
な
り
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
修
文
大
学
教
授

近
藤
浩
代
先
生
と
と
も
に
早
朝

か
ら
市
場
の
監
視
、
事
業
者
や

行
政
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。市

場
の
監
視
で
は
、
マ
グ
ロ

等
太
物
を
取
り
扱
う
低
温
卸
売

場
、
鮮
魚
を
取
り
扱
う
水
産
仲

卸
売
場
、
塩
干
物
等
の
加
工
品

を
取
り
扱
う
塩
干
棟
、
青
果
物

の
低
温
管
理
を
行
っ
て
い
る
施

設
等
を
巡
回
し
ま
し
た
。
各
施

設
で
は
、
事
業
者
の
方
々
か
ら

日
頃
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
一
日

食
品
衛
生
監
視
員
が
自
ら
の
目

で
、
流
通
す
る
食
品
の
表
示
や

温
度
管
理
な
ど
の
衛
生
面
に
つ

い
て
監
視
を
行
い
ま
し
た
。
一

日
食
品
衛
生
監
視
員
か
ら
、「
普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う

な
場
所
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。」、

「
商
品
の
品
質
を
保
つ
た
め
に
、

建
物
内
の
温
度
管
理
を
行
っ
た

り
、
各
店
舗
で
氷
を
何
回
も
入

れ
替
え
て
鮮
度
を
落
と
さ
な
い

よ
う
に
し
た
り
と
、
様
々
な
品

質
・
衛
生
管
理
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
学
べ
て
、
良
い
体
験
が

で
き
た
。」、
な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇

談
会
で
は
、
食
品
の
取
り
扱
い

や
そ
の
施
設
の
衛
生
管
理
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、「
品
物
に
よ
っ
て
食
べ
頃

が
あ
る
こ
と
が
改
め
て
良
く
分

か
っ
た
。」「
徹
底
し
た
温
度
管

理
、
衛
生
管
理
に
つ
い
て
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
た
。」、「
各

業
界
の
方
々
と
対
面
し
、
直
接

質
問
し
、
応
答
い
た
だ
け
る
機

会
は
す
ご
く
貴
重
な
機
会
で
あ

る
な
と
感
じ
た
。
市
場
全
体
で
、

衛
生
管
理
を
強
く
意
識
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
近
藤
先

生
か
ら
、「
一
日
食
品
衛
生
監

視
員
事
業
の
体
験
を
通
し
、
事

業
者
の
皆
様
が
、
食
品
の
品
質

管
理
の
た
め
、
た
だ
冷
や
す
だ

け
で
は
な
く
、
様
々
な
知
識

を
も
っ
て
、
食
品
ご
と
に
色
々

な
調
整
を
し
て
い
る
こ
と
に
感

銘
を
受
け
た
。
そ
の
食
品
を
市

民
の
皆
様
に
安
全
に
届
け
る
た

め
、
H
A
C
C
P
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
や
、
電
気
代
が
高
く

な
っ
た
現
状
に
お
い
て
も
、
で

き
る
と
こ
ろ
で
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
非
常
に
深
く
理
解
で

き
た
。
市
民
の
方
に
こ
の
こ
と

を
広
め
て
い
け
た
ら
と
思
う
。」

と
、
総
括
が
あ
り
ま
し
た
。

本
事
業
を
通
じ
て
、
市
場
と

い
う
食
品
流
通
の
最
前
線
に

お
け
る
衛
生
管
理
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
懇
談
会

で
は
消
費
者･

事
業

者･

行
政
が
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
食
の
安
全
・
安

心
に
つ
い
て
考
え
る

貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
食
品
衛
生
検
査
所)

一
日
食
品
衛
生
監
視
員
が
市
場
を
監
視

日
本
食
品
衛
生
協
会

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催

令
和
5
年
度
日
本
食
品
衛
生

協
会
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

が
、
名
古
屋
市
食
品
衛
生
協
会

が
担
当
と
な
り
、
ホ
テ
ル
メ
ル

パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
で
7
月

3
日
、
4
日
の
両
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

3
日
の
支
部
長
・
食
品
衛
生

指
導
員
部
会
長
・
事
務
局
長
合

同
会
議
は
、
三
浦
副
会
長
の
開

会
宣
言
、舟
橋
会
長
の
挨
拶
、日

本
食
品
衛
生
協
会
塚
脇
専
務
理

事
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
各
県
市

支
部
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
題
に

つ
い
て
積
極
的
な
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
翌
4
日
の
通

常
総
会
で
は
、
令
和
4
年
度
事

業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監

査
報
告
、
役
員
の
選
任
（
案
）

令
和
5
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

会
費
の
賦
課
徴
収
（
案
）、収
支

予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
す

べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
第

1
部
で
は
、厚
生
労
働
省
医
薬
・

生
活
衛
生
局
長
表
彰
が
行
わ
れ
、

続
い
て
ご
来
賓
の
厚
生
労
働
省

医
薬
・
生
活
衛
生
局
食
品
監
視

安
全
課
課
長
補
佐
田
中
千
晶
様
、

名
古
屋
市
健
康
福
祉
局
医
監
・

名
古
屋
市
保
健
所
長
小
嶋
雅

代
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
、
日

本
食
品
衛
生
協
会
よ
り
令
和
5

年
度
事
業
計
画
の
説
明
、
続
い

て
食
品
衛
生
指
導
員
体
験
発
表

で
は
石
川
県
支
部
石
川
市
支
所

の
小
林
慶
一
様
が
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
お
け
る
野
々
市
支
部
の
活

動
（
新
型
コ
ロ
ナ
・
5
類
移
行

後
に
つ
い
て
）」、
当
協
会
か
ら

守
山
区
の
西
脇
信
義
様
が
「
食

品
衛
生
指
導
員
活
動
（
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
と
啓
発
活

動
）
に
つ
い
て
」、指
導
員
体
験

発
表
を
ご
披
露
し
て
頂
き
ま
し

た
。懇

親
会
で
は
公
務
ご
多
用
の

中
、
河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長

に
お
越
し
頂
き
ご
祝
辞
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
。
大
会
は
200
名
を

超
え
る
参
加
者
の
下
盛
会
裡
に

終
了
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 8
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